
高

す

ぎ

る

国

民

健

康

保

険

料

に

つ

い

て

、

市

が

、

「

現

在

の

保

険

料

水

準

を

こ

の

ま

ま

継

続

で

き

る

状

況

に

は

な

い

」

と

、

さ

ら

な

る

値

上

げ

を

示

唆

す

る

方

針

を

打

ち

出

し

て

い

ま

す

。

今

号

は

国

保

の

特

集

で
す
。

国
保
料
の
決
ま
り
方

医

療

に

か

か

る

経

費

の

一

部

を

国

負

担

と

し

、

残

り

を

保

険

料

で

賄

う

。

そ

の

保

険

料

総

額

の

半

分

を

①

所

得

割

で

、

％

を

②

35

均

等

割

で

、

％

を

③

世

15

帯

割

で

、

そ

れ

ぞ

れ

賄

う

こ

と

に

し

て

逆

算

。

②

は

一

人

当

た

り

の

単

価

で

、

×

家

族

数

が

そ

の

世

帯

の

均

等

割

額

。

③

は

家

族

数

に

関

係

な

く

、

ど

の

世

帯

で
も
定
額
が
設
定
さ
れ
る
。

こ

れ

ら

の

合

計

が

そ

の

家

の

保

険

料

。

一

方

、

そ

の

保

険

料

の

内

訳

・

使

途

と

し
て
、
一
般
の
医
療
分
と
、

後

期

高

齢

者

保

険

へ

の

支

援

分

が

区

別

さ

れ

て

い

ま

す

。

介

護

保

険

料

は

、

40

～

歳

の

人

は

、

国

保

料

64

と
一
緒
に
請
求
さ
れ
ま
す
。

決
ま
り
方
の
問
題
点

国

が

国

負

担

を

減

ら

し

て

い

る

こ

と

、

以

上

の

方

法

だ

け

で

は

保

険

料

が

高

す

ぎ

る

の

で

実

際

は

自

治

体

が

経

費

の

一

部

を

負

担

し

て

い

ま

す

が

、

国

が

そ

れ

も

減

ら

せ

と

指

導

し

て

い

る

こ

と

、

が

当

面

の

大

問

題

で

す

。

②

と

③

が

所

得

に

無

関

係

に

掛

か

っ

て

く

る

こ

と

も

問

題

で

す

。

国
保
の
都
道
府
県
化

市

町

村

が

運

営

し

て

い

た

の

を

、

都

道

府

県

も

加

わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

府

が

保

険

料

を

計

算

し

、

各

市

町

村

に

請

求

す

る

方

式

へ

の

転

換

で

す

。

自

治

体

負

担

分

を

減

ら

す

こ

と

が
そ
の
狙
い
で
、
こ
れ
が
、

当

面

、

今

後

の

値

上

げ

が

危

惧

さ

れ

る

要

因

で

す

。

値
上
げ
さ
せ
な
い
方
向

京

都

市

へ

の

請

求

額

を

増

や

さ

な

い

よ

う

府

へ

求

め

る

と

と

も

に

、

市

が

、

そ

の

請

求

額

の

一

部

を

負

担

し

て

市

民

へ

の

負

担

増

を

避

け

る

こ

と

は

可

能

で

す

。

こ

の

追

及

と

運

動

が

必
要
で
す
。

値
下
げ
を
め
ざ
す
方
向

国

負

担

の

大

幅

増

額

と

府

・

市

の

負

担

も

必

要

で

す

。

特

に

均

等

割

は

子

沢

山

ほ

ど

高

く

な

り

少

子

化

対

策

に

逆

行

で

、

全

国

知

事

会

役

員

も

国

に

廃

止

を

要

求

、

各

自

治

体

で

も

軽

減

の

動

き

が

広

が

っ

て

い

ま

す

。

７

月

の

参

院

選

で

の
日
本
共
産
党
の
躍
進
が
、

職

場

の

社

会

保

険

料

も

含

め
て
値
下
げ
へ
の
道
で
す
。
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４月 19 日、消費税増税中止を求める学
習会が開かれ、井上議員も参加。今でも

景気は最悪なのに、増税強行すればます

ます厳しくなる、そのことは政府も知っ

ているが、中止は経済政策の失敗と言わ

れるため、いずれにせよアベ内閣は深刻

な板挟みで追い詰められている、引き続

き世論を広げましょう、とのお話でした。

国保料の基本的な内訳・構成・枠組

(数字は今年 医療 後 期 高 齢 介護 合

度の例) 分 者支援分 保険料 計

所得割率 7.56 2.83 1.53 %
均等割単価 24,360 8,870 9,410 円
世帯平等割 16,490 6,000 4,750 円
合計

高
い
ま
ま
と
は
い
え
、
今
年
度
、
国
保
料
値
上
げ
ス
ト
ッ
プ
は
、
世
論
の
成
果

し
か
し
市
「
現
在
の
保
険
料
水
準
を
…
継
続
で
き
る
状
況
に
は
な
い
」

＝
国
保
料
を
め
ぐ
る
攻
防
＝

こくた衆院議員と議会報告（ 4/21）

森田議員と建労南支部大会にて (4/21)

国
保
学
習
会

５
月

日(

木)

６
時

23

（
於
）
吉
祥
院
病
院

東
館
会
議
室

(

主
催)

南
区
社
保
協


